
　例年に比べて、短くなった夏休み。町岩東地区スポーツ協会（穴沢

洋一会長）による地区の子どもたちを対象にした、岩魚つかみ取り競

技大会（自称）が、８月14日に開催されました。逃げ回る岩魚をつか

まえるため、びしょぬれになりながらも弾けるような笑顔で追いかけ

る子どもたち。「ほら、そっちだ！」声援にも力が入ります。

広 報
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７
月
28
日
、
２
時
32
分
に
大
雨

注
意
報
が
出
さ
れ
た
あ
と
、
北
部

地
区
を
中
心
に
急
激
に
雨
足
が
強

く
な
り
、
９
時
37
分
に
は
大
雨
警

報
（
土
砂
災
害
）
に
、
13
時
25
分

に
土
砂
災
害
警
戒
情
報
、
15
時
28

分
に
洪
水
警
報
も
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
正
午
過
ぎ
か
ら
雨
足
は
弱
ま

り
始
め
た
も
の
の
、
荒
川
の
水
位

は
上
昇
を
続
け
ま
し
た
。
辺
り
も

暗
く
な
っ
た
19
時
に
小
渡
河
川
水

位
観
測
所
で
、
よ
う
や
く
避
難
判

断
水
位
を
下
回
り
、
安
堵
を
得
ま

し
た
。
一
夜
明
け
、
町
で
は
、
町

内
の
道
路
や
施
設
の
被
害
状
況
の

確
認
を
行
い
ま
し
た
。
最
も
被
害

が
大
き
か
っ
た
の
は
、
町
道
郷
土

の
森
五
味
沢
線
。
道
路
脇
の
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
下
部
か
ら
法
面
ご
と
崩

落
し
ま
し
た
（
上
部
写
真
）。
さ
ら

に
林
道
で
は
、
田
沢
頭
峠
線
に
お

い
て
道
路
が
沈
下
し
崩
壊
し
て
い

る
箇
所
が
あ
り
、
尻
無
沢
線
で
は

土
砂
が
流
出
し
、
路
肩
の
決
壊
が

大雨注意報（雷注意報継続）

洪水注意報（大雨・雷注意報継続）

大雨警報（土砂災害）（洪水・雷注意報継続）

小渡水位3.75ｍ　※氾濫注意水位3.7ｍ到達

五味沢水位1.3ｍ　※氾濫注意水位1.3ｍ到達

旧沖庭小学校・旧北部小中学校に避難所開設準備及び防

災ラジオで避難準備の呼びかけ

小渡水位4.33ｍ　※避難判断水位4.30ｍ到達

五味沢水位1.40ｍ　※避難判断水位1.40ｍ到達

災害対策連絡本部設置

土砂災害警戒情報

旧沖庭小学校・旧北部小中学校に避難所開設及び防災ラ

ジオで旧沖庭小学校・旧北部小学校に避難所開設を周知

避難準備情報を発令（沖庭地区・北部地区）

小渡水位5.04ｍ　※氾濫危険水位5.00ｍ到達

五味沢水位1.75ｍ　※氾濫危険水位1.70ｍ到達

洪水警報

役場庁舎に自主避難所開設

水源の郷交流館に自主避難所開設

小渡水位4.26ｍに低下

五味沢水位0.98ｍに低下

小渡水位3.65ｍに低下

洪水警報⇒洪水注意報に

２：３２

４：５３

９：３７

１０：４０

１１：５０

１２：００

１２：１０

１２：５０

１３：００

１３：２５

１３：３０

１４：１０

１４：４０

１５：２８

１７：３０

１８：００

１９：００

１９：４０

２１：２０

２３：０３

０：００

７月２９日㈬

旧沖庭小学校・旧北部小中学校の避難所及び水源の郷

交流館・役場庁舎の自主避難所を閉鎖

避難準備情報の解除

７月２８日㈫経　過

　７月28日、停滞した梅雨前線と低気圧の影響を受けて記録的な大雨となった県内。山形県の母なる
川最上川が猛威を奮い、各地で甚大な被害が確認されました。本県も、７月初旬の九州に被害をもた
らした豪雨災害と同様「令和２年７月豪雨」に災害認定されています。小国町でも、数多くの被害が
確認されました。更に８月15日未明からの大雨により被害箇所が増大しています。今月は、町内の被
害状況や町の対応を紹介します。

町
の
被
害
状
況

豪雨の爪痕～命を守る行動を～
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特集　豪雨の爪痕～命を守る行動を～

▲７月28日の大雨により増水した荒川（沖庭橋から）

【
町
道
郷
土
の
森
五
味
沢
線
】
法
面
が
崩
壊
し
、
土
砂
が
崩
れ
落
ち
て
い
る
▶

見
ら
れ
ま
し
た
。
い
ず
れ
の
道
路

も
現
在
通
行
止
め
と
し
て
い
ま
す
。

災
害
対
策
連
絡

　
　
　
　
本
部
の
対
応

　

町
で
は
、
大
雨
警
報
や
荒
川
の

水
位
上
昇
に
よ
り
、
災
害
の
発
生

す
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
13

時
に
副
町
長
を
本
部
長
と
す
る
災

害
対
策
連
絡
本
部
を
設
置
し
ま
し

た
。
会
議
で
は
、
情
報
確
認
を
行

う
と
と
も
に
、
13
時
30
分
か
ら
沖

庭
・
北
部
両
地
区
の
避
難
所
を
開

設
す
る
こ
と
、
そ
の
情
報
を
い
ち

早
く
町
民
へ
届
け
る
た
め
、
防
災

ラ
ジ
オ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
て
の

情
報
発
信
を
行
う
こ
と
を
決
定
し

ま
し
た
。
ま
た
、
避
難
判
断
水
位

に
は
至
ら
な
い
も
の
の
、
早
め
に

避
難
を
開
始
で
き
る
よ
う
町
中
心

部
は
役
場
を
、
東
部
地
区
に
は
、

水
源
の
郷
交
流
館
を
自
主
避
難
所

と
し
て
開
設
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

水
位
の
低
下
や
、
い
ず
れ
の
避
難

所
に
も
避
難
さ
れ
た
か
た
が
い
な

か
っ
た
こ
と
、
23
時
を
過
ぎ
た
と

こ
ろ
で
、
洪
水
注
意
報
に
切
り
替

わ
っ
た
こ
と
を
受
け
29
日
０
時
、

各
避
難
所
を
閉
鎖
し
ま
し
た
。

　

大
雨
の
対
応
に
限
ら
ず
、
地
震

や
火
災
等
も
含
め
た
総
合
的
な
防

災
対
策
に
つ
い
て
、
小
国
町
地
域

防
災
計
画
を
取
り
ま
と
め
て
い
ま

す
。
今
回
の
災
害
対
策
連
絡
本
部

の
設
置
や
避
難
所
開
設
等
も
計
画

に
基
づ
き
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
後
、

台
風
や
地
震
等
に
よ
る
避
難
指
示

や
避
難
勧
告
が
発
令
さ
れ
る
こ
と

も
想
定
さ
れ
ま
す
の
で
、
迅
速
な

避
難
行
動
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

　
　
確
認
し
ま
し
ょ
う

　

災
害
へ
の
備
え
と
し
て
、「
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
が
あ
る
の
は
ご

存
知
で
す
か
。
町
で
は
、
平
成
28

年
３
月
に
地
区
別
の
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
全
戸

に
配
布
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
荒
川
・
横
川
が
１
０
０

年
に
１
回
程
度
起
こ
り
う
る

大
雨
で
増
水
し
、
氾
濫
し
た

場
合
に
想
定
さ
れ
る
浸
水
範

囲
と
浸
水
の
深
さ
を
示
し
て

い
ま
す
。
併
せ
て
、
土
砂
災

害
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る

区
域
を
、
国
や
県
が
公
表
し

た
情
報
を
も
と
に
表
示
し
て

い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
手
元
に
な
い
か
た
は
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
可
能

で
す
。

　

ま
ず
、
①
自
宅
に
印
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。
②
家
が
あ
る

場
所
は
色
が
塗
ら
れ
て
い
ま

す
か
。（
塗
ら
れ
て
い
な
い
か

た
は
、
浸
水
や
土
砂
災
害
の

危
険
性
は
低
い
で
す
が
、
町

か
ら
の
避
難
情
報
を
参
考
に

▲ハザードマップを確認しましょう

広報おぐに　2020.9
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必
要
に
応
じ
て
避
難
し
て
く
だ
さ

い
。）
③
想
定
さ
れ
る
浸
水
の
深
さ

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
３
ｍ
未
満

の
か
た
は
、
頑
丈
な
建
物
の
２
階

以
上
に
避
難
す
る
か
、
避
難
所
等

に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。
３
ｍ
以
上

の
か
た
は
、
２
階
以
上
に
も
浸
水

す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ

の
区
域
か
ら
の
避
難
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

　

で
は
、
ど
う
い
っ
た
基
準
で
避

難
を
開
始
し
た
ら
い
い
の
で
し
ょ

う
。
先
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
た

「
警
戒
レ
ベ
ル
」（
左
上
図
）
を
知

特集　豪雨の爪痕～命を守る行動を～

▲【林道田沢頭峠線】約70ｍに渡り崩壊

▲被害拡大を防ぐため、消防団が側溝の土砂を
　取り除いている様子【写真提供＝第２分団】

小
国
町
消
防
団

　
　
　
迅
速
な
対
応

　

河
川
水
位
観
測
所
で
氾
濫
注
意

水
位
を
超
え
た
小
渡
（
10
時
40
分
）、

五
味
沢
（
11
時
50
分
）
地
域
で
は
、

地
元
消
防
団
の
第
５
、
第
６
分
団

に
よ
る
河
川
の
監
視
や
被
害
確
認

の
た
め
の
巡
回
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
や
水
位
観
測
所
デ

ー
タ
で
は
把
握
で
き
な
い
箇
所
の
、

正
確
な
情
報
収
集
を
行
う
た
め
の

団
員
配
置
に
な
り
ま
す
。
そ
の
後
、

旧
沖
庭
小
学
校
・
旧
北
部
小
中
学

校
に
避
難
所
が
開
設
し
、
高
齢
者

等
の
避
難
受
け
入
れ
が
開
始
さ
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
、
町
内
全
域
を

対
象
と
し
た
、
消
防
団
全
分
団
に

待
機
、
警
戒
出
動
が
要
請
さ
れ
、

総
勢
76
人
の
団
員
が
管
轄
地
域
の

災
害
情
報
収
集
等
に
従
事
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
沢
水
な
ど
の
道

路
へ
の
流
入
が
各
地
で
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
。
大
量
の
水
が
入
り
込

み
、
側
溝
等
に
土
砂
が
つ
ま
っ
た

こ
と
が
要
因
で
す
。
こ
れ
を
受
け
、

っ
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ

の
上
で
、
ご
確
認
い
た
だ
き
た
い

の
が
、
家
族
の
避
難
に
ど
の
く
ら

い
時
間
が
必
要
な
の
か
で
す
。
ご

自
身
ま
た
は
一
緒
に
避
難
す
る
か

た
が
避
難
に
時
間
が
か
か
る
場
合

は
、
警
戒
レ
ベ
ル
３
（
町
が
避
難

準
備
情
報
を
発
表
す
る
時
点
）
で

避
難
を
開
始
し
ま
し
ょ
う
。（
避
難

所
開
設
前
で
あ
れ
ば
、
知
人
宅
等

に
）
そ
れ
以
外
の
か
た
は
、
警
戒

レ
ベ
ル
４
（
避
難
勧
告
等
）
が
発

表
さ
れ
た
ら
速
や
か
に
避
難
し
て

く
だ
さ
い
。

警戒レベル１
災害への心構えを高めま
しょう

早期注意情報
（気象庁が発表）

警戒レベル２
自らの避難経路等を確認し
ましょう

洪水注意報・大雨注意
報など（気象庁が発表）

警戒レベル３
高齢者などは避難

避難に時間を要する人とそ
の支援者は避難しましょう

避難準備・高齢者等
避難開始（町が発表）

警戒レベル４
全員避難！

速やかに全員避難しましょ
う

避難勧告・避難指示
（緊急）（町が発表）

警戒レベル５
既に災害が発生している状況
です。命を守るための最善の
行動をとりましょう

災害発生情報

（町が発表）

避　難

避難の基準になる警戒レベル

消
防
団
は
、
家
屋
へ
浸
水
等
の
被

害
が
拡
大
し
な
い
よ
う
、
土
の
う

設
置
や
、
土
砂
の
取
り
除
き
作
業

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
土
の
う
搬

送
に
は
、
各
分
団
に
配
備
を
進
め

て
い
る
軽
ト
ラ
ッ
ク
が
活
用
さ
れ

有
効
性
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
利
用
し
た
団
員

の
招
集
が
行
わ
れ
、
平
日
の
日
中

に
も
関
わ
ら
ず
素
早
い
対
応
が
で

き
て
い
ま
す
。
日
頃
の
訓
練
の
成

果
が
発
揮
さ
れ
、
人
家
な
ど
へ
の

大
き
な
被
害
も
な
く
、
地
域
を
守

る
消
防
団
の
活
躍
が
光
り
ま
し
た
。

広報おぐに　2020.9
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特集　豪雨の爪痕～命を守る行動を～

で
は
、
被
害
箇
所
の
迅
速
な
修
繕

等
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
大
規

模
な
災
害
箇
所
に
つ
い
て
、
現
在
、

国
や
県
と
調
整
し
な
が
ら
災
害
復

旧
対
応
を
進
め
て
い
ま
す
。

出
た
こ
と
に
よ
る
被
害
と
、
土
砂

と
と
も
に
流
れ
出
た
大
量
の
倒
木

が
橋
に
引
っ
か
か
っ
た
こ
と
で
河

川
が
氾
濫
し
、
多
く
の
被
害
が
発

生
し
ま
し
た
。
そ
の
対
策
と
し
て
、

国
土
交
通
省
飯
豊
山
系
砂
防
事
務

所
に
よ
る
国
直
轄
の
砂
防
事
業
が

進
め
ら
れ
、
着
実
に
安
全
性
は
向

上
し
て
き
ま
し
た
。
施
設
面
の
安

全
性
は
向
上
し
て
き
ま
し
た
が
、

そ
こ
に
暮
ら
す
我
々
の
準
備
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。
近
年
、
い
わ
ゆ

る
ゲ
リ
ラ
豪
雨
が
頻
発
し
、
土
砂

災
害
や
洪
水
の
危
険
性
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。
羽
越
水
害
の
よ
う
な

被
害
を
出
さ
な
い
よ
う
に
、
自
主

防
災
組
織
に
よ
る
日
頃
の
備
え
を

進
め
る
な
ど
、
皆
さ
ん
一
人
ひ
と

り
が
災
害
と
向
き
合
い
、
適
切
な

避
難
方
法
・
場
所
を
事
前
に
決
め

た
、
安
全
な
避
難
計
画
を
家
族
で

共
有
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要

で
す
。
併
せ
て
今
一
度
、
準
備
し

て
い
る
備
品
等
に
不
備
が
な
い
か

確
認
し
、
い
ざ
と
い
う
時
に
「
命

を
守
る
行
動
」
が
で
き
る
準
備
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

８
月
15
日
か
ら
の

　
大
雨
に
よ
り
更
な
る

　
　
　
　
被
害
が
発
生

▲【町道小坂町朝篠線】黒沢地内大沢橋
橋脚がズレ落ち通行不可に

▲【林道樽口峠線】展望台樽口側700ｍ地点
土砂崩れにより通行不可に

　

７
月
28
日
の
豪
雨
か
ら
２
週
間

程
た
っ
た
８
月
15
日
。
深
夜
か
ら

南
部
地
区
や
東
部
地
区
で
強
く
降

り
始
め
た
雨
は
急
激
に
勢
い
を
増

し
、
16
日
１
時
53
分
に
大
雨
警
報

（
土
砂
災
害
）
が
発
表
。
そ
の
後
、

２
時
10
分
土
砂
災
害
警
戒
情
報
、

24
分
洪
水
警
報
に
格
上
げ
、
４
時

18
分
に
は
大
雨
警
報
（
土
砂
災
害
・

浸
水
害
）
が
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

雨
は
次
第
に
弱
ま
り
、
８
時
55
分

土
砂
災
害
警
戒
情
報
は
解
除
さ
れ

ま
し
た
。
被
害
の
状
況
と
し
て
は
、

黒
沢
か
ら
種
沢
へ
と
続
く
大
沢
橋

の
橋
脚
が
損
壊
し
ま
し
た
。
ま
た
、

市
野
沢
か
ら
足
水
中
里
に
向
か
う

主
要
地
方
道
玉
川
沼
沢
線
で
土
砂

崩
れ
が
発
生
し
て
い
ま
す
。（
現
在

は
、
片
側
交
互
通
行
に
よ
り
通
行

可
）、
さ
ら
に
樽
口
峠
線
で
も
、
樽

口
峠
展
望
台
か
ら
樽
口
側
７
０
０

ｍ
地
点
で
土
砂
崩
れ
が
発
生
し
、

通
行
が
で
き
な
い
状
況
で
す
。
そ

の
他
、
町
道
百
子
沢
線
、
極
楽
峠

は
大
雨
の
影
響
に
よ
り
通
行
で
き

ま
せ
ん
。（
８
月
26
日
現
在
）
町

命
を
守
る
行
動
を

　

町
が
災
害
に
見
舞
わ
れ
る
と
き
、

思
い
起
こ
さ
れ
る
の
が
昭
和
42
年

８
月
28
日
に
荒
川
水
系
全
域
に
甚

大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
羽
越
水

害
で
す
。
飯
豊
・
朝
日
連
峰
を
中

心
と
し
た
山
々
の
幾
重
に
も
走
る

沢
や
山
腹
か
ら
、
土
石
流
が
流
れ

広報おぐに　2020.9
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町補助金等活用相談会を開催

　新型コロナウイルスの影響により事業収

入が減少した事業者を支援するための給付

金制度や、新しい生活様式に対応すること

を目的に実施する事業に対して補助金を創

設しています。これら制度に関する申請方

法等に関する相談会が８月６日㈭、７日㈮

に小国町商工会を会場に開催されました。

相談会には、11の事業所が訪れました。

新型コロナウイルス感染症対策関連情報

就
任
の
あ
い
さ
つ

　

こ
の
た
び
、
多
く
の
町
民
の
皆

さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
支
持

を
賜
り
、
２
期
目
の
着
任
と
な
り

ま
し
た
。
第
２
ス
テ
ー
ジ
へ
果
敢

に
挑
戦
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

私
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
「
親

子
で
住
め
る
町
づ
く
り
」
と
い
う

ス
ロ
ー
ガ
ン
を
呼
び
か
け
て
き
ま

し
た
。
言
う
ま
で
も
な
く
「
住
み

続
け
た
い
と
い
う
土
地
が
あ
り
、

一
人
ひ
と
り
が
大
切
に
さ
れ
る
、

互
い
に
助
け
合
う
優
し
さ
と
笑
顔

が
あ
ふ
れ
て
い
る
。」
そ
ん
な
町
を

つ
く
り
た
い
。
ふ
る
さ
と
の
魅
力

を
遺
憾
な
く
発
揮
す
る
た
め
の
舞

台
づ
く
り
で
す
。

　

１
期
目
で
は
、
白
い
森
ブ
ラ
ン

ド
を
町
内
外
に
広
く
Ｐ
Ｒ
し
、
町

の
ソ
フ
ト
面
の
整
備
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
浸
透
し
て
き
た
と
手
応

え
も
感
じ
て
い
ま
す
。
２
期
目
の

４
年
間
で
取
り
組
む
の
は
、「
新
・

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
」
の
建
設
で

す
。
既
に
基
本
構
想
は
完
成
し
て

い
ま
す
の
で
、
立
地
の
安
全
性
を

検
証
し
、
来
年
度
中
に
は
建
設
場

所
の
決
定
を
目
指
し
ま
す
。
引
き

続
き
、
幅
広
い
世
代
か
ら
の
意
見

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
よ
り
良
い

セ
ン
タ
ー
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。
様
々
な
課
題
に
真
摯

に
向
き
合
い
、
町
民
の
皆
様
と
と

も
に
町
づ
く
り
を
進
め
て
参
り
ま

す
。
希
望
あ
ふ
れ
る「
白
い
森
の
国
」

づ
く
り
に
一
緒
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

大幸薬品㈱からクレベリンを寄贈いただきました

子どもたちの安全を守るために

　小国町の工場で「正露丸」の主成分「木クレオソート」
を製造している大幸薬品㈱から「子どもたちのために活用
していただきたい」と、部屋に浮遊するウイルスの除去に
効果的だという「クレベリン」置き型80個、スプレータイ
プ54本を寄贈いただきました。町内の小中学校等に配布し、
活用させていただきます。

小
国
町
長
　
仁
科
　
洋
一

広報おぐに　2020.9
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　マイナポイントの申込はお済みですか？

≪４ＳＴＥＰでマイナポイントをゲット！！≫≪４ＳＴＥＰでマイナポイントをゲット！！≫

 マイナポイント（〇〇ペイなどで使えます）をもらってお得にお買い物をしましょう！

　マイナポイントとは、その名の通り「マイナンバー」と「ポイント」を引き合わせた、国が実施する

消費活性化策のひとつで、マイナンバーの普及促進とキャッシュレス決裁サービスを普及することが目

的です。現在、小国町では、マイナンバーカードが2,106名の町民のかたに交付され、普及率27.6％（県

内全域は13.97％）となり、県内では普及率第１位となっています。（７月末日現在）

※対応したパソコン・スマートフォンがないかたへ
　予約・申込には、マイナンバーカードを読み取れるスマートフォン、またはカードリーダライタを接続し

たパソコンが必要です。お持ちでないかたは、町民税務課住民窓口（☎62－2260）のパソコンを利用できます

ので、お気軽にお越しください。

来たれ！ワカモノ！スマホでできる！！プロが教える動画プランニング来たれ！ワカモノ！スマホでできる！！プロが教える動画プランニング

　今後の地域づくりを担う人材育成を目的とする講座です。「白い森おぐに」の写真や動画を組　今後の地域づくりを担う人材育成を目的とする講座です。「白い森おぐに」の写真や動画を組

み合わせて物語を創り出す技法を学びます。本格的な機材は必要ありません。お持ちのスマートみ合わせて物語を創り出す技法を学びます。本格的な機材は必要ありません。お持ちのスマート

フォンやデジタルカメラ等で撮影した題材で魅力ある動画を作成してみませんか。フォンやデジタルカメラ等で撮影した題材で魅力ある動画を作成してみませんか。

■日　程　10月中旬から３月までの全４回（詳細についてはお問合せください。）

■会　場　小国町役場（撮影等で会場が変わる場合もあります。）

■対　象　町内在住・在勤・在学で「白い森おぐに」を題材とした動画制作に興味のあるかた

　　　　　高校生～概ね45歳のかた（５人程度）

■参加費　無料　※撮影機材（スマホ・デジカメでも可）はご準備ください。

　　　　　　　　（編集に必要な機材（パソコン等）はこちらで用意します。）

■申込方法　電話で９月末日までに下記までお申し込みください。

　　　　　　（お名前、電話番号、年齢を確認させていただきます。）

■申込・問合先　総合政策課　政策企画室（☎62－2264）へ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
予
約

ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
マ

イ
キ
ー
Ｉ
Ｄ
を
手
に
入
れ
よ
う

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
込

ア
プ
リ
を
起
動
し
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
サ
ー
ビ
ス
を
選
択

チ
ャ
ー
ジ 

or 

お
買
い
物

９
月
以
降
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
裁
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

マイナポイントゲット！マイナポイントゲット！

選択したキャッシュレス決裁サービ
スのポイントとして、マイナポイン
トをゲット！上限5,000円分がもら
えます。（20,000円分以上のチャー
ジかお買い物をした場合）

STEP１ STEP２ STEP３ STEP４

広報おぐに　2020.9
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戦後75年戦後75年

第56回小国町戦没者追悼式を挙行第56回小国町戦没者追悼式を挙行

　第56回小国町戦没者追悼式が、８月10日おぐに開
発総合センターで挙行され、参列した遺族や関係者
は、本町の戦没者467柱の御霊に追悼の意を捧げま
した。出席者を代表して町長が「戦没者の皆さまの
祖国繁栄の熱い思いを改めて心に刻み、かけがえの
ない「ふるさと小国」のさらなる発展こそが、御霊
に報いる道であると信じ、引き続き町民の皆さまと
ともに「白い森の国」おぐにのまちづくりを展開し
てまいります。」と式辞を述べました。

小国高校生が運転卒業証書を制作小国高校生が運転卒業証書を制作

証書を見てあったかい気持ちに証書を見てあったかい気持ちに

　運転免許証を自主返納する人に渡す「運転卒業
証書」を、小国警察署から依頼を受けて製作した
小国高校生５人に７月29日、感謝状が手渡されま
した。感謝状を受け取ったのは、３年の山口碧さ
ん（中島）と今夢々花さん（東原）、２年の保科
奈緒さん（兵庫舘）、１年の和田彩日香さん（岩
井沢）と小松幸恵さん（飯豊町）。「免許証を返納
されたかたに、証書を見てあったかい気持ちに
なってもらえるようにデザインしました。」と話
してくださいました。町では、自主返納されたか
たを対象に町営バスの運賃を無料にする制度を
行っています。ぜひ、ご活用ください。

おぐに歴史文化研究会設立おぐに歴史文化研究会設立

地域の歴史文化を未来へ地域の歴史文化を未来へ

 ８月２日、おぐに開発総合センターで「おぐに
歴史文化研究会」（渡部眞治会長）の設立総会が
開催されました。町内から18人の会員が集まり、
会の規約や役員体制を決め、町の歴史や文化につ
いて学び、その価値を掘り起こしていくという活
動方針について話し合いました。また、総会後は、
蛯原一平さん（地域研究研究者・幸町）による「こ
れからの『小国学』を考える」と題した講演が行
われ、地域の歴史研究を分かりやすく伝え、広く
ひらかれた地域学を創っていくことの意義につい
て学びました。

　８月12日に、小国警察署において、60年にわた
り、行ってきた防犯活動の功績が認められ、小国
町防犯協会（会長仁科洋一町長）と同協会白沼支
部長の山口昭一さん（沼沢）に表彰状が手渡され
ました。また、高齢者交通安全指導員を12年間務
めた井上正美さん（綱木箱口）には、長年の活動
に対して、感謝状が手渡されました。

防犯功労表彰・感謝状伝達式防犯功労表彰・感謝状伝達式

地域住民の安全・安心のために地域住民の安全・安心のために
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　初めまして。２月から地域おこし協力隊のstudioこぐま担当として

活動している本間かりんです。私は南部にある旧小玉川小中学校を拠点に芸術活動をしています。

小国に来てから半年ほど経ちました。日々飯豊連峰の美しさに圧倒されています。私は夕暮れの

景色が好きで、毎日違う表情をみせる山々に、とても贅沢な気持ちになって学校から自宅に帰っ

ています。

　studioこぐまの活動は当初例年通りに講座の開催や地域行事への参加を計画していましたが、新

型コロナウイルスの影響により、人と接する活動が一旦全てなくなり、夏から少しずつ講座の開

催等を増やしている最中です。特に「子どものアトリエ広場」は参加してくれた子ども達に好評で、

元々教室だった場所にブルーシートを広げて伸び伸び絵

が描けるので、普段お家で絵が描けないかたにぜひ遊び

に来ていただきたいです。また、町の花、木、鳥を描い

た小国モチーフのエコバックを作成しました。道の駅や

まちの駅アスモに置いて頂けることになったので見かけ

た際はお手にとってみてください。

　実は小国に来てから虫が苦手なことに気がついてしま

い、悲鳴をあげながら過ごしています。どうにか慣れた

いな…と思う今日この頃。これからも色々と活動してい

きますので、どうぞよろしくお願いいたします。

「studioこぐまの活動も本格化してきました」  

　　　　　　　地域おこし協力隊　　本
ほ ん ま

間　かりん

▲子どものアトリエ広場

協力隊通信

series 53

暑中見舞いはがきを高齢者施設へ暑中見舞いはがきを高齢者施設へ

コロナに負けずに元気を出してコロナに負けずに元気を出して

　小国郵便局は７月29日に小国中学校でボラン
ティア授業「暑中見舞いはがきの書き方を学ぼう」
を行いました。（小国ガスエネルギー㈱（舟山泰則
社長）、渡辺孝夫建築の協賛で実施）中学生161人
は、コロナの影響で面会制限のある施設のお年寄
りへ、「家族に会えないけれど、はがきを読んで元
気を出してほしい」と、真剣な表情で書いていま
した。はがきは、８月６日各施設へ届けられました。

　７月４日から発生した、「令和２年７月豪雨」
で被害を受けた被災地を支援しようと、小国中学
生が８月６日、義援金１万5,200円を日本赤十字
社町分区長を務める小国町長に寄託しました。生
徒会長の舟山颯太さん（兵庫舘）から「被災地の
復興に役立ててください」と目録が手渡されまし
た。

令和２年７月豪雨被災地の復興支援に令和２年７月豪雨被災地の復興支援に

小国中学生が義援金を贈る小国中学生が義援金を贈る
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本
町
南
部
を
流
れ
る
清
流
、
玉

川
。
そ
の
支
流
、
足
水
川
の
上
流

部
に
あ
る
足
水
中
里
集
落
に
明
治
６

（
１
８
７
３
）
年
（
※
１
）
、
当
地

区
で
初
め
て
の
学
校
が
誕
生
し
ま
し

た
。
そ
の
年
、
玉
川
小
学
校
（
※
２
）

が
玉
川
集
落
で
開
学
し
ま
し
た
が
、

こ
の
足
中
地
区
か
ら
は
距
離
が
あ
り

通
学
す
る
の
が
困
難
で
し
た
。
そ
の

た
め
、
そ
の
分
校
が
足
水
中
里
の
慶

昌
寺
に
設
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た

の
で
す
。
そ
れ
以
来
、
休
校
と
な
る

平
成
21
年
ま
で
、
こ
の
足
水
中
里
分

校
（
※
３
）
が
、
足
水
川
上
流
域
に

お
け
る
学
校
教
育
の
中
心
を
担
っ
て

い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
本
校
区
内
に
は
冬
期
間
、

足
水
中
里
ま
で
で
さ
え
児
童
が
通
学

す
る
の
は
困
難
な
集
落
が
あ
り
、
二

つ
の
冬
季
分
校
（
戦
前
は
冬
季
臨
時

分
教
場
）
が
開
設
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
一
つ
が
今
回
紹
介
す
る
樽
口
冬

季
分
校
で
あ
り
、
も
う
一
つ
が
、
百

子
沢
川
の
ほ
う
に
あ
っ
た
北
山
冬
季

分
校
で
す
。

　

足
水
川
の
最
も
上
流
側
に
位
置

す
る
樽
口
集
落
。
こ
こ
に
大
正
６

（
１
９
１
７
）
年
12
月
、
冬
季
分
校

の
前
身
と
な
る
冬
季
家
庭
教
育
所
が

初
め
て
開
か
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

そ
れ
か
ら
17
年
後
の
昭
和
９
年
、
公

的
な
学
校
と
し
て
冬
季
臨
時
分
教
場

の
設
置
が
認
可
さ
れ
、
樽
口
の
子
ど

も
た
ち
は
12
月
か
ら
３
月
ま
で
の

間
、
こ
こ
で
学
校
生
活
を
送
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
冬
季
分
校
に
１
年
生
か
ら
６

年
生
ま
で
の
冬
期
間
通
っ
た
と
い
う

樽
口
の
渡
邊
正
義
さ
ん
（
昭
和
28
年

生
ま
れ
）。
「
オ
ラ
だ
の
頃
で
（
樽
口

冬
季
分
校
の
）
生
徒
は
15
、
６
人
い

た
。
先
生
は
一
人
。
そ
の
頃
は（
米
野
）

岩
根
先
生
っ
て
い
う
樽
口
の
人
が
ず

っ
と
専
門
で
し
て
た
な
。
そ
の
岩
根

先
生
に
、
学
校
入
る
前
か
ら
冬

頃
、『
来
年
か
ら
学
校
入
る
ん

だ
か
ら
、
遊
び
に
来
い
』
な
ん

て
言
わ
れ
て
よ
。
同
級
生
と
二

人
で
行
っ
て
、
遊
び
が
て
ら
ず

っ
と
い
て
あ
っ
た
な
。
」
と
言

い
ま
す
。

地
域
の
学
び
舎
、

冬
季
分
校⑤

樽
口　

　

「
１
年
生
か
ら
３
年
生
ま
で
が
前

半
。
あ
と
、
問
題
出
し
て
、
解
い
と

け
っ
て
言
っ
て
、
後
半
に
４
年
生
以

上
を
教
え
る
。
そ
う
い
う
ふ
う
に
分

け
て
授
業
を
し
て
た
ん
だ
。
全
教
科

あ
っ
た
。
音
楽
も
。
岩
根
先
生
は
歌

上
手
で
あ
っ
た
か
ら
、
オ
ル
ガ
ン
弾

き
な
が
ら
な
。

　

ス
キ
ー
も
し
た
。
岩
根
先
生
が
各

家
回
っ
て
、
ス
キ
ー
道
具
を
買
わ
せ

る
よ
う
親
た
ち
を
説
得
し
て
よ
。
そ

ん
で
け
っ
こ
う
良
い
の
揃
え
さ
せ
ら

れ
た
し
、
あ
と
、
十
何
人
も
教
え
て

る
か
ら
授
業
中
う
る
さ
い
こ
と
も
あ

る
ん
だ
。
そ
う
す
る
と
、
晴
れ
た
日

な
ん
か
『
昼
か
ら
ス
キ
ー
行
く
か
ら

早
く
勉
強
せ
い
』
っ
て
言
っ
て
勉
強

さ
せ
て
、
午
後
か
ら
ず
っ
と
ス
キ
ー

し
て
た
り
よ
。
だ
か
ら
、
足
中
の
学

校
で
毎
年
ス
キ
ー
大
会
が
あ
っ
た
ん

だ
ど
も
、
樽
口
勢
が
上
位
総
な
め
だ

っ
た
。」と
、渡
邊
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　

当
時
は
一
冬
で
た
い
て
い
４
ｍ
は

雪
が
積
も
っ
て
い
た
と
い
う
樽
口
。

そ
の
よ
う
な
厳
し
い
環
境
の
な
か
、

た
く
ま
し
く
、
し
っ
か
り
と
し
た
子

ど
も
た
ち
が
育
っ
て
い
た
の
で
す
。

　

「
ク
リ
ス
マ
ス
会
と
か
い
ろ
ん
な

こ
と
し
た
。
全
部
自
分
ら
で
さ
せ
ら

れ
て
な
。
さ
い
ず
焼
き
な
ん
て
い
う

と
、
木
を
子
ど
も
ら
み
ん
な
で
（
山

に
）
迎
え
に
行
っ
て
よ
。（
木
を
）

倒
す
と
き
は
ち
ょ
う
ど
良
い
と
思
っ

た
の
が
、
運
ぶ
と
き
に
な
っ
て
重
た

い
か
ら
っ
て
根
元
ま
た
切
っ
て
、
な

ん
て
こ
と
も
あ
っ
た
な
。
そ
う
し
て
、

そ
れ
を
今
度
、
引
き
ず
っ
て
下
ろ
し

て
く
る
ん
だ
、
子
ど
も
た
ち
で
。
大

人
な
ん
て
、
は
ま
ん
ね
え
。

　

道
ふ
み
と
か
も
自
分
た
ち
で
し

た
。
雪
積
も
る
と
道
路
の
方
が
高
く

な
っ
て
な
、
階
段
作
っ
て
下
り
ね
ば

（
学
校
の
）
玄
関
さ
入
ら
ん
ね
え
ん

だ
。
だ
か
ら
毎
朝
、
飯
食
う
前
に
学

校
さ
行
っ
て
、
雪
掘
り
。
そ
し
て
あ

と
、
近
く
に
降
雪
量
と
積
雪
量
を
測

る
棒
あ
っ
た
か
ら
、
そ
れ
測
っ
て
。

そ
う
い
う
の
は
高
学
年
の
仕
事
で
あ

っ
た
か
ら
、
５
、
６
年
に
な
る
と
皆

さ
せ
ら
れ
た
。

　

あ
と
、
冬
季
分
校
だ
と
６
年
生
か



▲樽口冬季分校（年代不明）

２階は１室だけで、そこが教室だった。１階には、教員用の部屋と炊事場、

体育室があった。玄関入ってすぐのところにあった体育室は卓球台を１台置

くと隙間がほとんどなくなったという。この建物は、冬季分校が休校してか

らしばらくは公民館としても使われていた。（写真提供＝小国町教育委員会）

ら
１
年
生
ま
で
ず
っ
と
一
緒
に
い
る

か
ら
、
面
倒
見
は
良
か
っ
た
な
、
小

っ
ち
ゃ
な
子
の
。
悪
い
こ
と
す
れ
ば

上
級
生
が
叱
っ
て
。
そ
う
い
う
し

つ
け
も
自
分
ら
で
ち
ゃ
ん
と
し
て
た

な
。
」
と
、
渡
邊
さ
ん
。

　

そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
は
、
学
校
生

至、足水中里

至、樽口峠

樽口集落

Map

活
を
冬
期
間
ず
っ
と
と
も
に
過
ご
し

た
教
員
に
と
っ
て
も
か
け
が
え
の
な

い
存
在
で
あ
っ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。
昭
和
32
年
度
か
ら
、
最
後
の
開

校
と
な
っ
た
昭
和
54
年
度
ま
で
の
23

年
間
に
わ
た
り
ず
っ
と
樽
口
冬
季
分

校
で
教
員
を
勤
め
た
米
野
岩
根
さ
ん

（
故
人
）
は
、『
あ
し
な
か
の
学
校
』

（
足
中
小
中
学
校
創
立
20
周
年
記
念

誌
、
１
９
８
３
年
発
刊
）
の
な
か
で

分
校
の
概
要
を
紹
介
し
つ
つ
、
次
の

よ
う
に
締
め
く
く
っ
て
い
ま
す
。「
あ

の
雪
に
閉
ざ
さ
れ
た
分
校
生
活
に
ど

の
子
も
め
げ
ず
、
い
つ
も
明
る
く
元

気
に
生
き
生
き
と
飛
び
回
っ
て
い
た

姿
は
、
私
の
瞼
か
ら
生
涯
消
え
去
る

こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。」

　

今
で
も
、
地
域
で
ど
こ
か
壊
れ
た

り
、
土
砂
崩
れ
が
起
こ
っ
た
り
す
る

と
、
ま
ず
は
自
分
た
ち
で
機
械
や
道

具
を
持
っ
て
行
っ
て
応
急
の
処
理
を

お
こ
な
う
の
だ
と
い
う
渡
邊
さ
ん
。

み
ん
な
で
協
力
し
、
自
分
た
ち
の
こ

と
は
自
分
た
ち
で
す
る
。
そ
う

い
っ
た
冬
季
分
校
の
精
神
は
、

今
も
集
落
に
息
づ
い
て
い
る
の

で
す
。

※
１
『
小
国
町
史
』
に
は
、
明

治
６
年
８
月
「
生
徒
通
学
の

便
を
は
か
り
足
の
水
中
里
村

に
分
校
を
設
く
。（
足
中
里

慶
昌
寺
）」
と
あ
る
も
の
の
、

翌
７
年
６
月
「
足
水
・
足
水

中
里
に
分
校
を
設
く
。」
と

も
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に

つ
い
て
『
あ
し
な
か
の
学
校
』
で

は
、『
玉
川
小
沿
革
誌
』
の
記
述

に
も
ふ
れ
な
が
ら
、
玉
川
小
学
校

の
分
校
と
し
て
正
式
に
設
置
さ
れ

た
の
が
明
治
７
年
と
し
て
い
る
。

※
２　

玉
川
小
学
校
は
、
明
治
６
年

５
月
の
開
学
当
初
は
小
国
小
学
校

の
分
校
で
あ
っ
た
が
、
同
年
８
月

に
独
立
校
と
な
っ
た
。

※
３　

昭
和
38
年
か
ら
は
独
立
校
と

し
て
小
国
町
立
足
中
小
学
校
（
及

び
足
中
中
学
校
）
と
な
っ
た
。
し

か
し
、
生
徒
減
少
に
伴
い
昭
和
58

年
、
玉
川
小
学
校
、
南
部
中
学
校

に
そ
れ
ぞ
れ
統
合
さ
れ
、
小
学
校

は
再
び
分
校
と
な
っ
た
。

★

冬季分校跡地
（現、観光わらび

園管理所）

足水川



３歳児のためのファーストファニチャー贈呈式

３歳児のためのファーストファニチャー贈呈式

　令和元年度に３歳を迎えた児童を対象に、新
型コロナウイルス感染拡大の影響により延期さ
れていた、ファーストファニチャー贈呈式が
８月22日おぐに開発総合センターで行われまし
た。贈呈する家具は、「tlte（とるて）」という
家具です。東北芸術工科大学が本町をフィー
ルドに行ったプロダクトデザイン演習（詳細は
次ページ）の中で提案のあったデザインの中か
ら、選ばれました。tlte（とるて）は「手を取
り合う」という言葉から生まれており、手を伸
ばした先で親子のふれあいが増えることを作者
の及川崇弘さん（神奈川県・当時大学２年生）
は期待しています。このデザインをベースに
東北芸術工科大学と㈱オカムラ、白い森木工館
がブラッシュアップしたものを、贈呈していま
す。贈呈式では、20人に手渡され、初めて手に
する自分専用の家具を前に子どもたちは、目を
キラキラさせていました。

初めて手にする家具は町内産木材で

小国町

▲しっかり自分で受け取りました

▲最後は自分の手で
仕上げオイルをゴシゴシ

tlte（とるて）

広報おぐに　2020.9

12



26
　

小
国
町
に
は
豊
か
な
森
が
広
が

り
、
そ
の
森
は
、
ぶ
な
文
化
や
マ

タ
ギ
文
化
と
い
っ
た
独
特
の
生
活

文
化
を
育
む
と
と
も
に
、
山
菜
や

き
の
こ
、
木
の
実
な
ど
様
々
な
恵

み
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
森

か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
木
材
は
、
木

工
品
や
建
築
資
材
、
暖
房
の
燃
料

と
し
て
も
活
用
し
て
き
ま
し
た
。

町
で
は
さ
ら
に
、
町
内
産
木
材

の
利
活
用
と
各
世
代
に
お
け
る
木

育
の
取
り
組
み
を
進
め
て
お
り
、

そ
の
一
環
と
し
て
、
東
北
芸
術
工

科
大
学
の
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン

演
習
を
、
平
成
27
年
度
か
ら
受
け

入
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
学
生

が
小
国
町
に
つ
い
て
学
び
、
町
の

木
材
を
使
っ
て
家
具
を
デ
ザ
イ
ン

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、

町
民
の
か
た
が
た
と
交
流
し
な
が

ら
一
緒
に
デ
ザ
イ
ン
に
磨
き
を
か

け
る
発
表
会
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
発
表
会
は
８
月
22
日

に
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、

「
３
歳
児
の
た
め
の
フ
ァ
ー
ス
ト

フ
ァ
ニ
チ
ャ
ー
」
を
テ
ー
マ
と
し
、

12
人
の
学
生
か
ら
新
し
い
デ
ザ
イ

ン
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
ど
れ
も

小
国
町
の
子
育
て
環
境
や
木
の
特

性
を
考
慮
し
た
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ

て
お
り
、
参
加
し
た
町
民
か
ら
は

「
素
敵
な
デ
ザ
イ
ン
で
自
分
で
も

作
っ
て
み
た
い
」
と
い
っ
た
感
想

が
出
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
さ
ら
に

検
討
が
重
ね
ら
れ
、
こ
の
中
か
ら

来
年
度
の
３
歳
児
に
贈
る
家
具
が

選
ば
れ
る
予
定
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
小
国
町
か
ら
優

し
い
デ
ザ
イ
ン
が
生
ま
れ
、
白
い

森
の
木
々
が
素
敵
な
家
具
や
小
物

に
生
ま
れ
変
わ
っ
て
た
く
さ
ん
の

人
に
使
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
町

と
し
て
も
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

小国の魅力をオンラインで紹介

白い森まるごと体験ツアー

　８月23日、小国町の魅力を発信するため「ＧｏＴｏリモートトリップｉｎ小国町」を開催しました。リモート
トリップとは、自宅に居ながら、まるで旅行をしているような気分が味わえるオンラインバーチャル体験です。
　今回は、ペレットマンの高橋睦人さん、安以子さん夫妻が講師となり、小玉川の河原と各家々を「オンライン
通話システム」を使って中継を繋ぎ、参加者全員でピザづくりを行いました。その材料として、事前に参加者

の自宅に小国産の新鮮な野菜を盛り込
んだ「ピザセット」をお届けしていま
す。全員で同じ料理を食べることによ
り、離れた場所でも小国の魅力である
「食」や「自然」を共有することがで
きました。
　参加者は、移住を検討している家族
などを含む10組で、首都圏や関西から
も参加しています。新型コロナウイル
スの影響で小国町への往来が難しく
なっている状況ですが、今後もオンラ
インイベントを活用し小国町の魅力を
発信していきたいと思います。

白
い
森
の
木
か
ら
生
ま
れ
る

優
し
い
デ
ザ
イ
ン

『リモートトリップ』『リモートトリップ』

▲離れていても、小国の魅力を共有できました
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夏休みの思い出づくり夏休みの思い出づくり
チャレンジウィークチャレンジウィーク
夏の学校　地域体験学習講座夏の学校　地域体験学習講座
　今年の夏休みは、コロナの影響により、
例年より短く、子どもたちにとっては物
足りなかったのではないでしょうか。そん
な中、白い森学習支援センターが主催する
チャレンジウィークが８月６日から行わ
れました。地域体験学習講座では、地域の
かたが先生となり、子どもたちに昔あそび
を教えたり、発電所見学を企画したりと特
色ある講座で子どもたちを楽しませてい
ました。参加した子どもたちは、「また、
来年も来たい！」と満足した様子で帰って
いきました。

玉川地区による、建設中の玉川第二発電所見学、
今しか見れない箇所に、子どもたちは、目をキラ
キラさせていました。

伊佐領地区で行われた昔あそび
水鉄砲や竹とんぼを自分で手作り。
できた作品を使って夢中で遊んでいました。

▲白沼地区では、まりつきやお手玉をわらべ歌にの
せてチャレンジ！なかなか上手にはできないけれ
ど、あきらめずに挑戦していました。

※他にも、叶水地区のパー
クゴルフ体験（雨で中止）、
旧沖庭地区のレクスポ体
験、小玉川地区のガムラン
演奏など、盛沢山の企画が
行われました

玉川の取水口から発電所までの建設中の水路を見学

発
電
所
本
館
内
の
見
学

水鉄砲でねらい撃ち

広報おぐに　2020.9
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　屋外広告物（看板）の落下や倒壊事故が増加しています。

雨風によるボルトの腐食や、強い日差しにより看板部材の

劣化が進みます。事故を防止するため、定期点検を行い、

安全管理に努めましょう。

※看板の設置には、県への申請が必要な場合があります。

■問合先　

　置賜総合支庁

　西置賜建設

　総務課行政係

　（☎0238－88－

　　　　　8223）へ

移住世帯のかたへ

家賃補助制度がスタートしました

　県では、一定の条件を満たす移住世帯が、賃貸住宅に入

居した場合にその家賃の一部を補助します。

■対象要件　

　①令和２年３月１日以降に県外から県内の市町村に転入すること

　②転入前に公的相談窓口等を利用していること

　③会社等の転勤や進学による異動でないこと

■対象住宅　

　自己の居住のため新たに賃貸する住宅

　※下記の住宅は対象外となります。

　　公営住宅、社宅・寮などの雇用主から貸与される住宅、

　３親等以内の親族が所有する賃貸住宅  

■補助金額　月額最大１万円（転入翌月から最大24カ月）

■問合先　（一社）ふるさと山形移住・定住推進センター

　　　　　（☎023－687－0777）へ

　看板の落下・倒壊に気を付けましょう

入札結果情報（令和２年７月21日～令和２年８月20日実施）

入札日 工　事　名 施行場所 工期（完了） 予定価格 落札業者 落札価格

R2.7.27
令和２年度道路メンテナンス事業町道弁当沢線
木附沢橋更新設計業務委託

綱木箱口 R2.10.30 ― ― 不調

R2.7.27
令和２年度道路メンテナンス事業町道若山金目線
若山橋ほか１橋橋梁補修設計業務委託

若山ほか R2.12.18 9,150,000
㈱ＣＰＣ山形

事務所
6,100,000

R2.7.27
令和２年度小国町公共下水道事業
下水道ストックマネジメント管渠調査業務委託

幸町ほか R2.12.22 39,736,000 太田建設㈱ 39,500,000

R2.7.29 令和２年度町道長者原内川線改良舗装工事 小玉川 R2.11.15 18,650,000 玉川開発㈱ 18,100,000

単位（円）

※入札結果情報の金額は消費税及び地方消費税を含みません。

相　談

▲県内で発生した腐食による倒壊事故

▽休日・夜間　納税相談▽休日・夜間　納税相談
　お仕事などの都合で平日の日中に税金・

保険料の納付や、納税に係る相談を行うこ

とが困難なかたのため、下記のとおり、休

日と夜間に納税相談の窓口を設置します。

この機会にぜひご利用ください。

◆受付内容

『町県民税・固定資産税・軽自動車税・国民

健康保険税・介護保険料・後期高齢者医療

保険料』の納付と納付に係る相談

◎休日納税相談

■日　時　９月13日㈰９：00～16：30

◎夜間納税相談

■日　時　９月14日㈪～17日㈭

17：30～20：00

納税相談共通

■場　所　役場　町民税務課

■問合先　町民税務課税政管理室

　　　　　収納担当（☎62－2403）へ

▽マイナンバーカード申請受付・交付▽マイナンバーカード申請受付・交付
上記、休日・夜間納税相談と同じ時間にマ

イナンバーカードの申請受付と交付を行い

ます。希望されるかたは事前にご予約の上、

町民税務課までお越しください。

■問合先　町民税務課町民生活室

　　　　　住民窓口担当（☎62－2260）へ

※お越しの際は、役場正面玄関からお入り

ください。

広報おぐに　2020.9
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募
集

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

①
町
営
住
宅
小
坂
町
団
地

　
３
Ｄ
Ｋ　

２
戸
（
１
・
４
階
）

■
対
象
　
世
帯
状
況
に
応
じ
た
所
得
制
限
あ
り

②
町
営
住
宅
あ
け
ぼ
の
高
齢
者
団
地

　
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ　

１
戸
（
１
階
）

■
対
象

▽
世
帯
状
況
に
応
じ
た
所
得
制
限

あ
り

▽
60
歳
以
上
の
か
た
で
自
立
し
た

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
、
同

居
す
る
か
た
が
配
偶
者
ま
た
は

60
歳
以
上
の
親
族
で
あ
る
こ
と

①
～
②
共
通

◎
家
賃　

所
得
に
よ
り
決
定

◎
敷
金
　
家
賃
の
３
カ
月
分

◎
募
集
期
限
　
９
月
10
日
㈭

◎
入
居
時
期
　
10
月
上
旬
以
降

◎
問
合
先
　
地
域
整
備
課
建
設
管

理
担
当
（
☎
62
‐
２
４
３
１
）
へ

ひ
と
り
親
家
庭
交
流
会
の

　
　
　
　
　
　
　
　
ご
案
内

■
日
時
　
10
月
４
日
㈰
10
時
～
15
時

お
知
ら
せ

■
日
時

　
11
月
15
日
㈰
13
時
～
15
時
30
分

■
場
所

　

　

協
同
の
社
Ｊ
Ａ
研
修
所
（
山
形
市
）

■
そ
の
他

　

　
　

希
望
者
を
対
象
に
受
験
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
。

■
問
合
先
　
地
域
整
備
課
水
道
業

務
担
当
（
☎
62
‐
２
４
３
１
）
へ

山
形
県
下
水
道
協
会

　

　
第
30
回
排
水
設
備
工
事

　
　
　
　
　
　
責
任
技
術
者

県
内
統
一
試
験
の
ご
案
内

　

１
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

保
健
所
で
は
精
神
科
医
や
保
健
師

が
面
接
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
相
談
会
場
・
日
時
（
要
予
約
）　

①
置
賜
総
合
支
庁
・
原
則
、
毎
月

第
３
水
曜
日
と
偶
数
月
第
１
木

曜
日　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

②
置
賜
総
合
支
庁　

西
置
賜
地
域

「
心
の
健
康
相
談
」
の
ご
案
内

危
険
物
取
扱
者
・
消
防
設
備
士
の

免
状
を
お
持
ち
の
か
た
へ

　

危
険
物
取
扱
者
・
消
防
設
備
士

の
義
務
と
し
て
、
免
状
交
付
の
日
か

ら
10
年
以
内
ご
と
に
写
真
の
書
換

え
（
免
状
の
更
新
）
を
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
免
状
の
写
真
下
欄
記

載
の
期
限
を
ご
確
認
下
さ
い
。

■
問
合
先
　（
一
財
）
消
防
試

験
研
究
セ
ン
タ
ー
山
形
県
本

部
（
☎
０
２
３
‐
６
３
１
‐

０
７
６
１
）
へ

■
場
所
　
リ
ナ
ワ
ー
ル
ド
（
上
山
市
）

■
対
象
　
県
内
の
ひ
と
り
親
世
帯

（
中
学
３
年
生
ま
で
の
お
子
さ

ん
が
い
る
世
帯
）
先
着
60
世
帯

■
内
容

　

　

午
前　

研
修
・
交
流
会

　
　
　
　

（
子
ど
も
園
内
自
由
行
動
）

　

午
後　

親
子
交
流

　
　
　
　

（
園
内
自
由
行
動
）

■
参
加
費

　
大
人
１
５
０
０
円

　
子
ど
も
（
３
歳
以
上
）

１
０
０
０
円

■
申
込
期
限

　
９
月
４
日
㈮

■
申
込
・
問
合
先　

山
形
県
母
子

寡
婦
福
祉
連
合
会
事
務
局
（
☎

０
２
３-

６
３
３-

０
９
６
２
）
へ

保
育
の
仕
事
に
興
味
の
あ
る
か
た
、

保
育
士
と
し
て
再
就
職
を
考
え
て
い

る
か
た
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

９
月
30
日
㈬
13
時
～
16
時
30
分

■
場
所　

伝
国
の
社
置
賜
文
化

ホ
ー
ル
（
米
沢
市
）

■
内
容　

①
基
調
説
明
「
山
形
県

の
保
育
の
現
状
と
取
り
組
み
」

②
講
演
「
こ
こ
10
年
の
保
育
の

移
り
変
わ
り
」
③
事
例
報
告
「
再

び
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
に
出
会

お
う
」
④
相
談
カ
フ
ェ
⑤
保
育

保
育
士
就
職
・
再
就
職
支
援

研
修
会
の
ご
案
内

の
職
場
実
習
（
別
日
程
で
１
日
）

■
参
加
料　

無
料

■
申
込
・
問
合
先　

山
形
県
福
祉

人
材
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
２
３
‐

６
３
３
‐
７
７
３
９
）

振
興
局
・
原
則
、
奇
数
月
第
１

木
曜
日　

10
時
～
12
時

■
問
合
先

　
置
賜
総
合
支
庁
地

域
保
健
福
祉
課
精
神
保
健
福

祉
担
当
（
☎
０
２
３
８
‐
22
‐

３
０
１
５
）
へ　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、
例
年
10
月
初

旬
に
実
施
し
て
い
る
希
望
が
丘
祭

を
中
止
い
た
し
ま
す
。

■
問
合
先　

コ
ロ
ニ
ー
希
望
が
丘

こ
だ
ま
寮
（
☎
０
２
３
８
‐
46

‐
３
１
０
０
）

希
望
が
丘
祭
中
止
の

　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ
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今月の納税
　�　９月の税金等の口座振替
は、次のとおりです。振替日
の前日まで、指定の口座に入
金してください。

●９月 2 8日㈪　水道料

●９月 3 0日㈬　
固定資産税、国民健康保険税、後期高

齢者医療保険料、介護保険料、下水道

料 、簡易水道料、住宅使用料、保育料、

児童福祉使用料

■問合先

　町民税務課税政管理室

　（62－2403）へ

２０２０．９

　
９９月月のの
保保健健カレカレンンダーダー

＊＊子育子育てて支援センター支援センターからから＊＊

※先月号掲載分以降に新規で登録された求人を掲載しています。

※町ホームページに求人情報を掲載しています。

　 右 の 表 は ８ 月18日 現 在 で ハ ロ ー
ワークへ登録された求人のうち、小国町
をおもな就業先としている求人情報で
す。既に雇用が確定している場合もあり
ますので、ご了承ください。
　求人情報の詳細については、ハローワー
ク長井（☎84－8609）へ

■９月の広場日程　

休日当番担当歯科医のお知らせ
９月６日㈰ 米沢　やまざき歯科医院 0238－21－6480

９月13日㈰ 小国　加藤歯科医院 0238－62－2678

９月20日㈰ 米沢　レインボー歯科医院 0238－26－1182

９月21日㈪ 高畠　わたなべデンタルクリニック 0238－56－3888

９月22日㈫ 米沢　クローバー歯科クリニック 0238－27－7301

９月27日㈰ 高畠　つちや歯科医院 0238－52－0464

事　業　所　名 職　種 求人数 勤　務　時　間

㈱山芳工務店 電気設備工（見習い） ３人 ９：00～18：00

遠藤建設㈱
土木施工管理技士 １人

８：00～17：00
重機オペレーター １人

安部工業㈱

型枠大工 １人

８：00～17：00一般作業員 １人

現場監督員 ２人

パーソルテンプスタッフカメ
イ㈱山形オフィス

（派）一般事務 １人 ８：30～17：15

協同薬品工業㈱ 家庭薬配置員【山形営業所】 １人 ９：00～17：00

㈱コメリ
店舗運営職・幹部候補

（ナショナル社員）
１人 ８：45～18：00他

セキュリティプレシャス㈱ 交通誘導警備員【小国エリア】 ５人 ８：00～17：00

荒川興業㈱
製造加工【アークカーボン加
工　メッキ工程】

１人 ８：20～17：10他

社会福祉法人小国福祉会

看護師（常勤正規職員） １人 ８：00～17：00他

介護員 １人
６：30～15：30他

介護員【年度更新】 １人

日本重化学工業㈱小国事業所

電子材料の製造等スタッフ
（契約社員）

３人
８：15～17：15他

電子材料の製造等スタッフ ５人

㈱小国いきいき街づくり公社
販売員 １人 ９：00～18：00

販売員（パート） １人 ９：00～16：00他

猪野電気工事㈱ 内線工事作業員 １人 ８：00～17：00

広場名称 曜日 時間 申込

なかよし広場 月～金
９：30～11：30・13：00～15：30

（水・金は午後のみ）
不要

子育て講座
「エアロビクス」

９月17日㈭10：20～11：20・健康管理センター
※動きやすい服装でタオル・飲み物をお持ち下さい。

必要

■対象者　就学前のお子さんとお家のかた　　　　
■利用時の注意点　
　・マスクの着用をお願いします。
　・平熱より１度高い場合は発熱となり利用できません。
　・体調の悪い場合は、利用できません。　
■その他　
　お気軽にご参加ください。平日はいつでも子育て相談に応じています。
■問合先　子育て支援センター（おぐに保育園内 ☎62ー2330）

１．各健診の日程等

　■３・４カ月児健診

　・期　　日　９月４日㈮　

　・受付時間　13：10～13：20

　・対　　象　令和２年４月、５月生まれ

　■９・10カ月児健診

　・期　　日　９月４日㈮　

　・受付時間　13：00～13：10

　・対　　象　令和元年10月、11月生まれ

２．場　所　
　健康管理センター

３．その他

　　母子健康手帳を持参ください。

４．問合先　
　 健康管理センター（☎61－1000）へ
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短
い
夏
が
終
わ
り
、
少
し

涼
し
く
な
っ
て
き
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。
特
集
で
も
お
伝

え
し
た
通
り
、
町
内
で
も
大

雨
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
て

お
り
ま
す
。
水
の
怖
さ
を
改

め
て
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、

コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
、
秋
の
イ
ベ

ン
ト
の
中
止
も
相
次
ぎ
、
残
念
な

ニ
ュ
ー
ス
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

美
味
し
い
も
の
で
も
い
っ
ぱ
い
食
べ

て
、
元
気
い
っ
ぱ
い
明
る
く
し
て
い

き
た
い
も
の
で
す
ね
。（
仁
科
）

編集後記

あいべイベント９月の

■申込・問合先

　　　（☎62－5808）

■日　時　９月17日㈭10：00～12：00

■対象者　一般のかた

■参加費　１人200円（保険料込）

■持ち物　室内シューズ、飲み物等

■申込締切　９月13日㈰

■その他　仲間と一緒に参加できます。お一人での

　参加もお待ちしています。
特定非営利活動法人

休館日 毎週月曜日・祝日～新着図書～

湊 か な え
佐 藤 愛 子
松 永 正 訓
土 屋 賢 二
倉 持 よ つ ば

◇カケラ
◇気がつけば、終着駅
◇オンリーワンの花を咲かせる子育て
◇無理難題が多すぎる
◇桃太郎は盗人なのか？

　結婚を希望しているが、なかなか出会いがない！など結婚に関する
お悩みをお持ちの皆さまに無料で個別の相談会を開催します。
■開催日程　９月６日㈰、10月11日㈰、11月８日㈰、12月６日㈰
■会　場　あこや会館（山形市）
■対　象　結婚を希望するかた　各回10名
          （ご本人が出席できない場合、親御さんでも可）
■申　込　
  電話またはＦＡＸにて開催日の２日前までにお申し込みください。
■申込・問合先　やまがた出会いサポートセンター事務所
　               平日９時～18時（☎023－615－8755）へ

第２回越後米沢街道・
十三峠トレッキング

　イザベラ・バードの旅行記の舞台にもなった越後米

沢街道・十三峠。今回は、美しいブナ林を行く朴ノ木

峠、歴史の敷石道が残る黒沢峠を歩きます。

■日　時　９月12日㈯８：30～16：00

■コース　朴ノ木峠～黒沢峠　

■集　合　おぐに開発総合センター８：30

■定　員　10人

■対　象　山形県在住の大人

■参加費　1,000円（保険料、資料代等）

■申込締切　９月７日㈪

■申込・問合先

　ＮＰＯ法人ここ掘れ和ん話ん探検隊（☎62－5955）へ

町内イベント中止関連情報

◎白い森スポーツフェスティバル
　（旧サマースポーツ大会） 

■問合先　教育振興課（☎62－2141）へ

　新型コロナウイルス感染症予防対策の
ため、下記イベントの開催を中止します。

　ご理解のほどよろしくお願いします。

令和２年度　西置賜地区

中学校新人体育大会の開催について

① 地区新人大会は、９月26日㈯、27日㈰に実施

する予定です。（８月21日現在）

② 大会当日の会場への入場は、選手（１、２

年生の生徒）、引率教員、大会役員、選手の

家族のみとさせていただきます。なお、一

般のかたの入場は、新型コロナウイルスの

感染拡大防止の観点から、お控えいただき

ますようお願いします。

■問合先　西置賜地区中体連（長井南中学校）

　　　　　（☎0238－88－5311）へ
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●総合センター（教育委員会事務局）　☎62－2141　●健康管理センター（健康福祉課）　☎61－1000

●子育て支援センター　☎62－2330　●町民体育館　☎62－5421　●あいべ　☎62－5808

●町立病院　☎61－1111　●老人保健施設　☎61－1200　●訪問看護ステーション　☎61－1002

●斎場夜間受付（17:00～21:00）　☎023－645－3077

●ホームページアドレス　http://www.town.oguni.yamagata.jp　●癒しの園ホームページアドレス　http://www.ogunibyoin.jp/



医療法人社団緑愛会　満天の家医療法人社団緑愛会　満天の家
代 表 者　所長　佐々木　久義
従業員数　30人
所 在 地　小国町大字幸町６-１
事業概要　認知症対応型共同生活介護・通所介護

仕 事

図 鑑
vol.27vol.27

▲明るい笑顔を見せてくれた舟山美咲さん

　空に輝く満天の星のごとく、お一人おひとりがかがやき、

満ち足りた人生を送ってほしいと願いが込められ、平成18年

４月に医療法人社団緑愛会　満天の家は開所しました。そこ

で働く、舟山美咲さん（越中里）。高校卒業後に同グループ

のかがやきの丘（川西町）で２年程勤め、職場の資格支援制

度（コヤマカレッジ）を利用し、介護福祉士の資格を取得し

ました。介護職を選んだきっかけを「中学生のときにおじい

ちゃんが訪問介護を受けていて、その対応していただいた職

員のかたの笑顔が素敵だったことです。」と話してください

ました。現在は認知症の進行を緩やかにすることを目的とし

た生活サポートやグループホームのユニット管理者として事

業運営会議へ出席し運営方針などを話し合っています。舟山

さんは、「利用者のかたがたは、家族と離れているので、帰り

たいと不安を訴えるかたも多く、少しでも明るくなれるよう

色んな話題を提供するように心掛けています。ここに来て良

かった！と笑顔が見られると嬉しくなります。ユニット管理

者になってもうすぐ１年になりますが、少しでも満天の家の

力になれるよう頑張りたいです。」と話してくださいました。

　満天の家は、グループホーム（認知症対応型共同生活介護）

定員18人とデイサービスセンター（通所介護）定員30人の２

事業を行っています。グループホームでは、町に住所を有し、

要支援２または、要介護認定を受けたかたを対象に、住み慣

れた地域・家庭的な雰囲気の中で、利用者に応じたサービス

を提供しています。デイサービスセンターは、健康管理・入

浴・食事・ケア全般のサービスを提供しています。また、自

立維持のためのパワーリハビリテーションも行っています。

満天の家は、「自らが受けたいと思う医療と福祉の創造福祉」

を理念に、認知症ケアの専門職として日々の研鑽を図り、今

後も医療機関やサービス提供事業所と連携し、質の高いケア

の提供・小国町の福祉の発展に努めていきます。

戸籍のまど戸籍のまど

今

山 口

益 田

須 貝

米 野

舟 山

平 山

長 岡

奥 村

横 山

金

髙 橋
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幸 町

大 石 沢

長 沢

杉 沢

樽 口

北

幸 町

緑 町

焼 山

泉 岡

小 渡

伊 佐 領

泉 岡

良 明

鐵 雄

司

信 也

岩 根

イ チ

雄 二

正 博

ハルエ

八 雄

雄 一

隆

トモ子

（63）

（88）

（93）

（45）

（84）

（86）

（80）

（71）

（92）

（72）

（84）

（66）

（91）

誕生おめでとうございます。

おくやみ申し上げます。

人口のうごき（令和２年７月31日現在）

人口　男・・・3,635人 （－ 10）
　　　女・・・3,677人 （ 4 ０） 
　　　計・・・7,312人 （－ 10）
世帯数　　　3,034世帯 （ 4 ０）

涼
す ず ね

峯伊 藤
正 俊

優（	

（ ７ 月 届 出 分 ）

※この欄に掲載を希望しないかたは、届出の際に
お申し出ください。

叶 水 葉
よう

中 島
基 雄
怜 美（

叶 水

結婚おめでとうございます。

小国小坂町
飯 豊 町

健 吾
真 緒（ 船 山

伊 藤

愛
いと

玉 垣
智 裕
麻 梨 子（	

玉 川 凛
りんたろう

太郎佐 藤
孝 典
理 沙（

小 渡

古 田
種 沢

元 気
聡 美（ 木 村

佐 野

岩 井 沢
兵 庫 舘

那 智
香 穂（ 山 中

齋 藤

岩 井 沢
岩 井 沢

祐 介
麻菜美（ 木 村

木 村
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●小国町役場　☎62－2111㈹fax62－5464

●総務課（行政管理担当／管財・危機管理担当／財政担当）　☎62－2112　●総合政策課　☎62－2264

●会計室　☎62－2406　●観光経済室　☎62－2416　●農林振興室　☎62－2408

●住民窓口担当・町民生活担当　☎62－2260　●国保医療担当　☎62－2261　●税政管理室　☎62－2403

●建設管理室　☎62－2431　●建設技術室　☎62－2432　●議会事務局　☎62－2448



ドローンがみた、ドローンがみた、
おぐにの風景おぐにの風景 No.16

⑯「朝日連峰　針
はんなりだいら

生平五味沢登山口」

　朝日連峰の小国町側の玄関口となり、数多くの登山者が訪れる針生平五味沢登山口。沢の水は
泳ぐ魚が見えるのではと期待させるほど透きとおり、これから自然豊かな朝日連峰への道のりが
始まることを連想させ、登山者の心を弾ませます。「白い森交流センターりふれ」から15分ほど車
を走らせると大石吊橋前の駐車場までアクセスできますので、山に登らないかたも清流を眺めな
がらの吊橋体験をしてみてはいかがですか。きっと、日々の疲れた体を癒してくれることでしょう。

広報おぐに　2020.9
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